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英語における

目的語節構造と不定詞付き対格構造

山川喜久男
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　現代英語において，述語動詞の目的語が，さらにあとに原形不定詞（Bare　in丘nitive）

もしくはto不定詞（∫o－in“nitive）を従え，前者が後者に対し意味上の主語としての

関係を示している簡潔な構造が，かなりに慣用性を発揮して用いられている。いま，

この構造をその構成要素の形態とその歴史的性格に着目して，不定詞付き対格（Accu一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
sat量ve　with　in五nitive，略acc・w・inf・）と呼ぶこととする。この不定詞付き対格構造

を，意味上それに対応する目的語節（Objectclause）構造と比較してみるとき，これ

を従える主要動詞の種類の点から，つぎの3範晴を考えることができる。

　A・15¢ω［hθ僻4］him　oo耀・／su（1denly　he卸∫his　panic　Jθ副θhim．！They卿認θ

［」8∫、hα4］Bob≠昭oんMary．

　B．The　king　o748γ84them！oδα勉5h　hlm．（Cf．The　king　o7吻784≠加’he

should　be　banished。）／Everybody8吻θo！84her∫o卿ω喫γhlm，（Cf、Everybo〔1y

θ砂θo擁！hα∫she　would　marry　him，）／1微884him≠o！αんθgood　care　of　himself，

（Cf，1％78θ4疏α歩he　should　takc　good　care　of　himself，）／He伽㈱4θ4　his

daughter’oρZα夕the　piano。（Cf．He廊z’θη4θ4！hα≠his（laughter　should　play　the

piano〉／1≠oZ4her’058θ　a　doctor．（Cf，1　’oJ4んθ7≠h碗she　should　see　a　doctor．）

　C．1わ8」蜘θ4［’ho％8hあoo郷吻yθ4，肋吻］the　stranger　Jo　b8a　policeman，

（Cf．1わ臨粥4［∫ho鰐hあoo冗5z4θアθ4，肋副］≠hα’the　stranger　was　a　policeman．）！

Heμ’himselfオoδθperfectly　sober．（Cf．He卸μhα’he　was　perfectly　sober，）／

15αωmy　han（is≠oわθre〔1with　bloo（L（Cf，15αω≠hα’my　han〔1s　were　red　with

bloo（i，）／He4θozα784［ρ碗∬θ4］himself’oゐθof　the　same　opinion．（cf，He

4θoJα7θ4［ργo壷∬θ4］≠hα∫he　was　of　the　same　opinion，）
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　Aにあげた文における主要動詞はsee、hear，fee1，watch，noticeなどの感覚動詞

（Verbs　of　perception）やmake，1et，haveなどの使役動詞（Verbs　of　causation）

であり，目的格の名詞や代名詞のあとにtoのない原形不定詞を伴っていることを特

徴とする。この原形不定詞を目的楕のあとに従える構造は伝統的な不定詞付き対格構

造の具象的で直裁的な特質を形態上で具現しているというべきであり，歴史的には，

ゲルマン語から古期英語に，さらに中期英語を経由して近代英語に根強く継承されて

いる統語法として特に注目される。そして，これらの動詞は，感覚動詞ないし使役動

詞としての意味を表わす限りにおいて，目的語にひとまとめの抽象的な陳述内容を意

味する’hα≠一clauseを伴うことは，少なくとも近代英語では許容されない。

　Bにおけるものは命令・依頼・勧告・通達・許可・欲求・意向など，主体が客体に

対し，ある行動や状態に至ることに関し意欲を働かしている意味を含んでおり，意欲

動詞（Verbs　of　vo1・tion）と称してよいものであるが，あとの目的叙述語としては通

例to不定詞を伴う。この種の動詞の中には，Aの使役動詞と近似していて，意味的

にはそれとの識別が微妙なものもある。たとえば，causeは意味上では使役動詞とい

うぺきであるが，中期英語期におけるフランス語からの借入という発生条件とそれに

伴う構造上ないし文体上の特質の点からは，むしろ意欲動詞の範疇に属するとみなさ

れる語である。

　この種の動詞とそれに従う不定詞付き対格構造は，中期英語以降ラテン語ないしフ

ランス語の影響を受け，量的に拡大してきているけれども，よく英語の特徴的な統語

法に順応しているものであり，これに対応する目的語節を含む構文は，それなりに自

由な表現力を発揮しうる余地をもってはいるが，どちらかと言えば形式ばった表現法

と感ぜられる。特に，I　told　her　to　see　a　doctor・に対する1told　hθ7that5hθ

should　see　a　doctoLのように，対象とする人を，主要動詞の直後の目的格hcrによ

ってと，≠hα∫一clause内の主語sheによってと，重複して表現するということになり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
簡明な論理性を好む現代的言語感覚にそぐわないものとなる。また，今日cause，

want，1ike，9etなどが’hα≠一clauseを従えることが慣用的でないという事実も注意さ

れ，るべきである。

　つぎに，Cに属する動詞は知覚・思惟・判断などの心的活動またはその表現行為を

意味するもので，概念動詞（Verbs　of　concePtion）と称してよい。歴史的には，英語

の不定詞付き対格構造は，ラテン語の影響を被り，それに促進されて，特に14世紀

以後次第にその範囲を広め，16世紀に至ってほぼ今日におけると同様な発展の様相を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
呈したのであるが，その拡張の要素は主として概念動詞の構造であった。しかし，英
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語ないしゲルマン語本来の不定詞付き対格構造という観点からは，それはむしろ外的

ないし付加的要素というべきであり，現代英語の文体では比較的に文語的価値を帯ぴ

るものである。それに対し，概念動詞が目的語として’hα≠一clauseを従える構造は，

しばしば冗長の感を伴うことがあるにせよ，平明な口語調の表現法である。上の例文

にも示したように，Aの部類に属するseeやfee1がこの種の概念動詞としても用い

られ，より口語的な’hα∫一clauseを含む構造に対応する意味の不定詞（主としてto

be）付き対格構造を従えることがある。その表現法はそれなりに引き締まった文体価

値をもつものではあるが，同じseeやfee1が感覚動詞として原形不定詞付き対格を

従える表現法にくらべれば，明らかに文語調のものである。

　英語における不定詞付き対格構造は，特にAやBに属する種類の動詞を主要動詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
とする構造では，古期英語以来かなりの程度に確立されていた。しかしその反面，そ

の具象的集約性にくらぺれば，従位接続詞thatの導く目的語節を含む構造は素朴で

端的な表現法であり・初期の段階における英語の統語的特徴に適合した一面をもって

いたことも否めない事実である。そのような言語意識が，Cの揚合には，その構造の

意味的論理性にもよることであるが，今日まで持続し，表現の慣用上に反映されてい

るわけである。

　もっとも，本来の感覚動詞が概念動詞に推移して用いられる揚合，たとえその意味

上の推移が論理的に確認されえないときでも，その心理が言語表現の上に具現される

ということは自然な現象である。われわれはここに英語統語法の本質的特徴の一斑を

垣間見ることができる。つぎにその例を素朴な具象性を文体的特色とする1611年刊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
行の英訳聖書Authorized　Versionから引くことにしよう。

　旧約聖書の冒頭Gθη顔s　iの中で，

（1）God5廊ω〃3α∫it　was　good・（神これを善しと観たまえり）

という，sawが間接的な知覚作用の対象としての判断内容を意味する！hα’一clauseを

従える表現を5回（vv・10，12，18，21，25）用いているのに対し，

（2）God5側∫h8’∫8h≠．∫hα∫it　was　good：（神光を善しと観たまえり）

という，sawの目的語として，視覚作用の直接的で具体的な対象を意味する名詞と，

さらにそれについての判断内容を意味する’hα！一clauseとで重複した構造を従えてい

る表現法を1回（V・4）用いている。われわれは，まずこの（2）に，（1）にくらべ，

具体的対象を端的に強調する簡勤な文体価値を認めたい。さらに，v・31には，
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（3）　God5αωθ％触≠h初g　that　hee　ha（1made　l　and　behold，it　was　very　goo（1，

　　（神その造りたるすぺての物を視たまいけるに甚だ善かりき）

という，sawが直接的な具体的対象をさす名詞語群を目的語としている表現も見られ

る。統語表現の上から，（2）はいわぱ（3）と（1）との中間に位する過渡的現象であ

り，seeの本来の直接的感覚作用の意味から間接的知覚作用の意味への推移を反映し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
ている。それは，さかのぽれば，ラテン語訳ブルガタ聖書（Vulgate）の

（1a）

（2a）

u∫翻Deus卿04esset　bonum．に対する

漉4銘Deus伽06翅9％04esset　bona：

の構文法の差をそのまま写し伝えているものであるが，今世紀のRevised　Standard

Versionでは，それぞれ

（1b）

（2b）

God5αω’h諺it　was　good，

God5αω’加’the　light　was　good；

となっている。つまり，この現代英語訳では，（2b）も（1b）と同様の，重複のない

合理的構文となっていて，A・V・における簡勤な律動性が姿を没している。ちなみに，
　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　（8）
Luther訳を基にした現代ドイツ語訳と現代フランス語訳とを付記しておく。いずれ

も，G％i・4（2c，d）の揚合，θ8％・i・10など（1c，d）の揚合におけると同様に，

“5θh伽［ηo”］十磁，β一［g惚一］clause”カ§用いられていて，A・V．の英語におけるよう

な構造上の特異性が認められない。

G：（1c）

　（2c）

F：（1d）

　（2d）

Gott5αh，4αJθes　gut　war，

Gott5融，伽コdas　Licht　gut　war，

Dieu痂g％θcela6tait　bon，

Dieu瞬g膨1a　lumiもre6talt　bomel

　聖書からのいま1例として，同様な表現上の特徴の見られる／0h％ix・8について，
　　　（9）
R．V．訳をラテン語訳，R　S，V・訳，ドイツ語訳およびフランス語訳と対照的に並

記してみよう。

（4）　R　V。；they　which5αωh加aforetimeJhα∫he　was　a　beggar，

（4a）　L；qui加46グ㈱≠θ％解prius，9協¢melldicus　erat，
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（4b）　R．S，V、：those　who　h副588％hづ粥beforeα5a　beggar，

（4c）　G：dle乞h％zuvor8θ3θh伽h観θ％，面βer　ein　Bettler　war，

（4（1）　F；ceux　qui　auparavant　Z’α鵬2θ％≠oo㈱％60隅膨un　mendiant

　ラテン語訳における接続詞quiaは付加的な理由を示す副詞節を導く語であり，そ

れがR，V．とドイツ語訳のthat，da6に引き継がれており，その間に意味機能上に

多少のずれも見受けられるが，see［videre・sehen］の目的語としてまず具体的な人を

さす代名詞を立て，ついでそのあとに，その同じ人をさす代名詞を主語とする陳述内

容の従属節を敷術的に追加している点では，G臨i、4の揚合と軌を同じくしている。

そして，この冗語的構造が現代のR　S・V・ではaSによって，またフランス語訳で

は一主要動詞にvoirよりも知覚作用の意味をより明瞭に表わすcomaitreが用い

られているが一commeによって，それぞれ導かれる目的叙述語を従える簡潔で明
　　　　　　　　　　（10）
晰な構造に代えられている。

　上にあげた現象は，感覚動詞と知覚動詞とにわたるseeの意味上および構造上の浮

動を反映し，それが心理的で素朴な言語表現を特徴とする古い時代の英語統語法のひ

とつの傾向をなしているものであるが，以下，観察の焦点を不定詞付き対格のかかわ

る表現法に絞って，感覚動詞・使役動詞・意欲動詞の順に，それぞれの動詞が古い時

期にしぱしぱ，簡潔な不定詞句構造に代わって冗長な節構造を従えて用いられた現象

に注目しようと思う。この際関係する種類の動詞として，ほかに概念動詞があり，し

かもseeのように感覚動詞と概念動詞との微妙な関連を象徴している動詞があること

には注意すべきではあるが，概念動詞そのものはもともと≠hα∫一clauseを目的語とし

て従える特性を備えており，通時的にも共時的にも，不定詞付き対格構造に対してよ

りも，対応する目的語節構造に対して，いっそう適応しているとみなされうるもので

ある。一応以下の考察の対象から概念動詞を除くこととする。

H

　1でも触れたように，感覚動詞は古期英語以来不定詞付き対格を従えることが本来

的構造として確立していた。その揚合，感覚作用の対象の動作が持続的なものとして

記述されるときには，不定詞に代わって現在分詞（Presentparticiple）が対格に伴う

ことは，古くから見られたきわめて自然な表現法である。実際上，感覚動詞を主要動

詞とする揚合，この両構造は互いに共通して，対応する目的語節構造に対照されるぺ

き性格のものである。したがって，ここでは，統語機能の観点から「現在分詞付き対
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格」をr不定詞付き対格」と対等に扱うことにする。

　10世紀末のAnglo－Saxon　Gospelsや11世紀の01d　English　Heptateuchにおい

て，ラテン語訳聖書におけるvid6reやaudireのあとに不定詞または現在分詞付き

対格を伴う構造が，そのまま古期英語の（ge）seonまたは（ge）hferanの不定詞また

は現在分詞付き対格を従える構造に写されていることが普通である。しかしその中に

あって，時に，ラテン語訳における不定詞または現在分詞付き対格が古期英語訳で目

的語節に代えられており，それが後代の訳で再び不定詞または現在分詞付き対格に還

元されている，つぎのような例の見られることは注目に価する。

（1）　ノ’01”z　xxL　20：

L＝Petrus面薦illum　discipulum＿5θg％θ吻伊％，

A、一S．G．：6a8θsθ碗heδ昭♂se　leorning－cniht　him　fyligde，

WycL2：Petre…5甥thilke　disciple，

Tyn．：Peter…5αωθthat　disciple…和Zoω1卿8・8，

A．V．：Peter…5θ6’h　the　Disciple…戸oJZo痂％8，

R．S。V．：Peter…5αωμJo面η8them　the（1isciple…

（2）　∫ohπxi．33：

L：ut毎諮eamμo翅漉粥et　Ju（i記os一・μ01㈱∫θ5，

A，一S，G．1王）a　se　H記1en（i8θεθ励δ碗heo　weop，andδ碗δa　Iudeas　weopon－

wycL21as　Jhesu吻hir膨ρ卿8θ，and　the　Jewis…wepinge，

Tyn．：when　Jesus5側θherωθρθ，and　the　Jewes　alsoωθρθ＿

A．V．：V～伍en　Iesus5α膨…her膨θp初8，and　the　Iewes　alsoωθθρ腕8＿

R．s．v．l　when　Jesus　sαωher躍伽＆and　the　Jews…also膨ρ歪雑＆

（3）　（｝θ％．xxvii・6：

L：オ％4勿乞patrem　tuum勿卸θ弼粥cum　Esau　fratre　tuo，

ZElf．：Ic88h鍔4θp碗6in　fEe（1er　cw葡to　Esauwe　pinum　bre6er：

Wycl．1：I　h874θpi　faderε戸8勿箆8with　Esau　pi　broper：

A．V．：I　hθαγ4thy　father5ρθ盈θvnto　Esau　thy　brother，

R．S．V，：I　hθαγ4your　father　spβαたto　your　brother　Esau，

（4）　（｝θ％・xxxvii・17；

L：側4魏…eos4伽初θ5’Eamus　in　Dothain．

ZElf．：ic　gehyr（ie6ξet　hi　cw記don　pおt　hig　woldon　to　Dothaim，

Wycl，1：I　hθγ4θhem5θ卿8’go　we　in　to　Dothaim

A，V．：1万θα74them5α夕，Let　vs　goe　to　Dothan。

R．S，V．：I　hθαγ4them5αッ、‘Let　us　go　to　Dothan，’

（5）　1〉％隅・xi・10：

L：∠4嘱∫痂…Moysesグθ漉辮populum　per　familias，

ZElf．：Moyses8βh鍔48δ¢’6aet　folc　weop，
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V～7ycl．1：Moises　hβy4θpe　pepleωθ2うツ？z8θby　meynees

A．V．l　Moses　h8αγ4the　peopleωθθρθtllroughout　their　families，

R　S．V．：Moses　hθαγ4the　people膨θρ¢％8throughout　their　families，

　以上のうち10h％xxi，20でwyclif訳がsy5の単独な目的語の名詞語群を従える

構造になっているほかは，すぺて古期英語訳だけでgeseonやgehieranが目的語に
　　　　　　　　　　　　　　　（11）
ク観一clauseを従える構造となっていて，他の訳ではみな不定詞または現在分詞付き

対格構造が用いられている。つぎの例では，ラテン語訳でaudlreが目的語に単独な

名詞語群を伴っており，その構造がWyclif訳に受け継がれているが，古期英語訳と，

さらにA・V・とR　S・V。とでは，目的語節構造になっている。なお，ここではN・

EBで不定詞付き対格が用いられているので，特にN．E．B，訳もあげることにす

るo

（6）　（3θ銘．xxxix，15＝

L砺跳5θ’vocem　meam，

ZElf，：he8θhッ748♪碗ic　hrymde，

Wyc1．1：hehθγ4θmyvoyce：

A，V．：he　hθαγ4≠hα∫11ifte（1vp　my　voice，an（l　cried，

R。S。V。＝he　h8αア4∫hαJ　I　lifte（1　up　nly　voice　and　cried，

N。E．B．：he　hθα74me50γθα解and　oα〃out，

　つぎの引用箇所では，ラテン語訳でvidereが従位接続詞quiaの導く節を従えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
おり，その構造がWyclif訳に引き継がれているが，古期英語ではP説に導かれる

節を従え，それがR　S・V・に踏襲されている。しかし，Tyndale訳とA・V，では

不定詞付き対格が，またN，E・B・では現在分詞付き対格が用いられている。

（7）　∫oん％vi。5：

L加跳5θ匂麗毎multitudo　maxima　venit　ad　sum，

A，一S，G．：8θεθαん，δ碗micel　folc　com　to　him，

WycL2：h妬4θ5θ甥、プbγa　greet　multitude　cam　to　him，

Tyn．：5αωθa　greate　company60窺θvnto　hym，

A．V．：5αωa　great　company　oo耀vnto　him，

R　S，V．：5θθ魏8診hαJ　a　multitu（1e　was　coming　to　him，

N．E．B．：5θθ魏8a　large　crowd　oo吻伽g　towards　him，

　つぎの例では，ラテン語訳に“加4δ〆θ十対格名詞十g％∫α一clause”が用いられており，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
それがWyclif訳に“5％十対格名詞十力側一clause”の形で，またTyndale訳とA・V・

に“see十対格名詞十’hα’一clause”の形で踏襲されているが，古期英語訳ではやはり
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“885Jo％十♪碗一clause”が見られ，R　S・V・では，それが“5θθ十acc．w・inf。”に代え

られている。

（8）　10ん％xi。31：

L二cum麗4富58η∫ハ4α擁α”乞9漉αdto　surrexit，et　exiit，

A、一S．G：6a　hig8θ5αωo％，δ碗Maria　aras，an（1mi（10feste　ut－eo（1e

Wyc1，21whanne　thei5蓼伽ハ4α擁8，∫oy　soone　she　roos，an（1wente　out

Tyn、：when　they5αωθMαぴ，∫hα診she　rose　vppe　hastely，and　went　out，

A，V，；when　they5αωハfα71y∫hα∫she　rose　vp　hastily，and　went　out，

R，S。V，：When　the　Jews…5αωMary7乞5θquickly　and800ut，

　つぎの（9）では，ラテン語訳でvidereの目的語として関係詞の導く名詞節が用い

られており，その構造が古期英語訳を除くすべての訳に“名詞十連体的関係詞節”の
　　　　　　　　（14）
形式で踏襲されているが、ただ古期英語訳でだけ“8θ5δ飢十♪碗一clause”の構造に代
　　　　（15）
えられている。

（9）／0h％vL14：
　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
L：cum砂嬢∬θ剛quod　Jesus　fecerat　signum，

A，一S，G。：δa　hig885σ田o％δ碗he6a∋t　tacen　worhte，

～VycL2：whanne　thei勉44θ％5θッ勉the　tokene　that　he　had（1e　don、

Tyn．：when　they　hα45θη8the　myrac正e　that　Jesus　di（1，

A。V．：wheu　they　hα458伽o　the　miracle　that　Jesus　did，

R　S，V．；Whell　the　people　sαωthe　sign　which　he　had　done，

　このA・一S・G・における6欲の用法は，インド・ヨー・ッパ語の関係詞と従位接

続詞との間に見られる形態上ならぴに機能上の緊密な関連性を示唆している。

　以上にあげた例は，特に古期英語で“感覚動詞十≠加！一clause”が好まれる特徴と，

このような抽象的把握の表現法が具象的把握の表現法に代えられる一般的な趨勢を実

証するものであるが，一方またこれとは部分的に逆行して，古く現在分詞付き対格構

造が用いられたのに，それが後にかえって目的語節構造に移行している，つぎのよう

な例も見受けられる。

（10）　∫oh麗vii，32：

L：オ％4づθγ％7¢’Pharisa∋i　turbaln　卿％7卿彿7α雑’θ獅　de　illo　hεec：

A，一S，G、l　Da　Pharisei8θh夕740，26a　menigco6us獅耀o％劾z4θbe　him；

Wyc1，2二Pharisees　hθ吻％the　cumpeneye　of　peple8y％o謝％8θof　him　thes

　thingis；

Tyn．l　The　Pharises　hθγ48≠hα’the　people　murmured　suche　thynges　about
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　　hyml
　A．V．：The　Pharisees　hθα74’hα≠the　people　murm皿ed　such　things　concerning

　　him：
　R．V，：The　Pharisees　h餌ア4the　multitude卿％㈱％〆伽8these　things　conceming

　　him；
　R．S．V．：The　Pharisees　hθα74the　crow（1thusηz協∫θγ伽8about　him，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　ここでは，Ty・1dale訳とA．V，で用いられた“感覚動詞十目的語節”がR．V．と

R　S。V・とでは廃棄され，再びもとの“感覚動詞十現在分詞付き対格7に還元され

ている。ただこの例で注意されるのは，hearという動詞のもつ具体的な人を直接的

な対象とする感覚作用の意味と一つの陳述内容としての事実を対象とする知覚ないし

概念作用の意味との間の微妙な浮動であり，英語の慣用的実情に照らしても，このよ

うな揚合には，あながちTyndale訳やA・V・訳の表現を不適当なものとは断定しが
　　　　　　　　（18）
たいということである。

　最後に，see（L加4飽）の目的語として，古期英語訳では連体用法の現在分詞に先

立たれた対格の名詞が用いられ，ラテン語訳とWyclif訳では現在分詞付き対格が用

いられ，それが後のTyndale訳，A・V・，およぴR　S・V・では’hα≠一clauseの構造
　　　　　　　　　（19）
になっている例をあげる。

（11）　ハ4α7ん　ix，25：

L：cum∂吻76‘Jesus　oo，zo％77θ漉窺t皿bam，

A、一S，G，16a　se　H記1en（1883θα1多6a　to－yrnendan　manegu，

、VycL2；whanne　Jhesusんα44θ5θ』ソ箆the　company　of　peple　yθ％ηニソ％8θto　gi（iere，

Tyn．：when　Jesus5α膨〃襯the　people　cam　runnynge　togedder　vnto　hyl11，

A，V．：When　Iesus5αω≠hα≠the　people　came　mnning　together，

R　S，v．：when　Jesus5αω’hα’a　crowd　c乱me　running　together，

　この揚合も，「群衆の走り集まる」のを直接に視覚印象に把えるという本来の意味

を表わすものとして表現するか，あるいは，そういう事態を心に認知したものとして

表現するかは，文脈上の語調やリズムにも左右され，微妙な要因によって決定される

ものである。英語の統語法として前者がより慣用的な表現法であることは歴史的にも

認められる事実であるが，他方また，後者に傾こうとする傾向が潜在しているという

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
ことも，一つの歴史的現象として無視することができない。
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皿

　使役動詞の揚合は，感覚動詞の揚合と異なり，英語統語史上注目すぺき変遷の様相

を顕在化している。古期英語における代表的な使役動詞はd6n（oy　ged6n）（＞ModE
　　　　（21）
4・）であるが，それがr人に…させる」という使役の観念を示す構造として当然期待

される不定詞付き対格を従えることは，むしろラテン語の影響によって散発的に見ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
れるに留まり，一般的には目的語として妬’一clauseを従えて用いられ’た。たとえば，

9世紀末のWest　Saxon方言によるKing　AlfredのC耀αPαs’oγ盈s（E　E　T，S．，

Nos45，50）では，使役的d6nの不定詞付き対格を従える例は，

（1）　40hit　mon　us∫oω伽㈱θ，一357．5，（＝Let　it　be　known　to　us，）

という慣用法d6n…t6witameを含む1例だけで，他の13例はすぺて〃碗一clause
　　　　　　（23）
を従えるものである。つぎに，その中から数例を摘記しよう。

　（2）　he　884θδ　δ¢’　he　bi6　sui6e　hvεe6e　ylnbe　hine　sprecende，　一93．2－3，

（ニHe　very　rea（1ily　causes　him　to　speak　about　him，）

　（3）　王）aヨrc　scame　and　6a巳re　scande　6e　6u　on　iuga6e　worhtes　ic8θ400

δ碗6u　forgiets6…一207、10－11．（ニI　will　make　you　forget　the　shame　and

disgrace　of　your　youth，）

　（4）　88400δ碗ic　ma｝ge　gehiran6ine　stemne。一381，14－15．（＝Let　me　hear

yourvOlce．）

　（5）　hwilum　he884θδδ碗him6ync66おt　hit　nan　scyld　ne　sie酸t6おt　he

（1eδ；一415．31－32．（ニSometimes　he　makes　it　think　that　what　it　does　is　no

sin．）

　10世紀末から11世紀初めにかけての作とされるzElfricのHo襯zJ伽」5砂，coJ・

（E・E・T・S・，Nos・259，260）でも，不定詞付き対格を伴うのは，聖句∫40魏i110s

　　　　　　　　　　　　（24）
跳o％励8紹（五％加ix．14，xii．37）の英訳として記している

（6）　4θクhi5毒臨η一xxv．（a）、13

の1例だけであり，それに対し妙≠一clauseを伴う構造の例は，先行の指示詞P説

を表わしているもの1例（下の例（10））を含めて，12例に及ぶ。下にそのうち若干

をあげる。
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　（7）　La　hu　ne　mihte　se40靴，se6e　pone　blindan　geh記1de，“碗pes　eac　ne

　　　　　　（25）
swulte　P－vL83－84・（ニBehold，how　could　not　thc　man　who　healed　the　blin（1

man　also　save　him　from（iyingP）

　（8）　he　8θ4y4θ　♪紹≠　pa　（ieafan　mihton　wel　gehyran，　and　he　8θ4ッ4θ　ノう僻％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
4吻zわ㈱“協hi　mihton　sprecan，一xvII．44－45，

　（9）D・飼iccunne6肥tlif，一xx皿66・（ニLetmekn・・vthatlife・）（Cf・

孟磁オ」β拗％伽P砂の1，3：Fαo　et　meρoδω7θ。ut…）

　（10）he・nemお9ク碗伽ψ碗sedeadaariseparhhyred・ycr記ft・一xxlx・
122－3，（ニShe　camot　cause　the　dea（1man　to　arise　by　her　sorcery。）

　このうち，（8）の後半の文でgedydeの目的語として一旦与格のpam　dumbanを

置き，改めてそのpam　dumbanのさす同一人を示す代名詞hiを主語とする解∫一

clauseをあとに置いた重複的構造になっている。ここで，与格のPam　dumbanには

対照的な強勢が置かれ，この重文の均衡的リズムの構成に資している点に注意される。

　一方，古期英語ではmacian（oγgemacian）（＞ModE窺融θ）が使役動詞として

用いられることが確立していなかった。つぎのような用例は，後代の用法に対する端
　　　　　　　　　（27）
緒をなすものと見てよい。

　（11）　8θ粥αoαδδ躍’his　ege　and　his　onwald　wierδto　gewunan　and　to　landslde

on　his　scire。一C初解P側o紹」乞5121．25－123，1、（＝He　causes　the　reverence　of

himself　and　his　power　to　become　the　regular　habit　of　the　country　he　mles，）

　（12）　規α6840％h露pa　pet記r　w記s　ful　rice，pa　hit　wear6to　nanplng．＿ノ主＿5。

Chγoπ，，Lau（i　MS．，an、870，（＝They　re（1uce（1to　nothing　what　ha（10nce　been

very　rich．）

　いずれも（ge）macianが目的語節を従えている例であるが，（12）では従位接続詞

のP猷が表現されておらず，代わりに先行的代名詞hit（＞ModE∫’）がmaccdon

の直後に介在する形式目的語として用いられている。

　中期英語では，次第にd6nが不定詞付き対格を従える用法を確立するようになる。

それはラテン語のfacere（またはそれに由来するフランス語のfaire）の構造の影響

を受けてのこととは推定されうるが，また使役構造として簡潔で合理的な統語法への

方向を辿ったものでもあった。しかし，そのd6nもやがて使役動詞としての表現性

に明確を欠くものと感ぜられるようになる。古期英語において‘‘d6n十（対格十）不定

詞”がきびきびした口語調の表現としてかなり好んで用いられたのは事実であったが，

一方においては，d6nのそれ自体の意味を稀薄にした迂言的表現法との識別が不明と
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なり，使役構造の意味とも，また迂言構造の意味とも，どちらとも解されうる曖昧性

をはらんだ表現も見られるようになった。たとえば，13世紀の西部方言で書かれた

So初んE％8」おh　Lθ8躍4α理（E．E．T。S．，No．87）の，

　　（13）　pat　folk　he伽ゴ8wel　J8γ8。一LL102．

は，dudeを‘caused’の意味にとって，‘He　caused　the　people　to　be　well　taught，’

とも，またdudeを迂言的機能をもつものと見て，‘He　taught　the　people　we1L’と

も解することができる。そこで，このような曖昧性を伴うd6nよりも，より明確な

使役動詞が望ましいと思われるようになり，特に西部方言では12世紀ごろからma－

kienがd6nに代わって用いられ始めた。東部およぴ北部方言では，d6nはなお使役

動詞としてその地歩を維持していたが，16世紀以後では一般にmakeや古くからの

1etにとって代えられ，doは英語特有の迂言的または強調的助動詞として活路を見出
　　　（28）
すに至った。また14世紀末からは，フランス語から借入されたcausen（＞ModE

昭螂θ）が，to不定詞付き対格を従えて，明晰ではあるがそれだけ形式ばった語調の

使役構造を確立させるようになった。

　いま，d6nの使役用法を十分に発達させている14世紀後半の東中部方言の詩人

Chaucerの全作晶について，d6nとm包kienの用法を調ぺてみると，当然のことと

して，両語とも一般的に不定詞付き対格を伴って用いられているが，その中にあって，

まれではあるが，“4伽脚融伽］＋伽’一clause’7の例も見受けられる。まず，‘‘4伽十

！hα≠一clause”の例はつぎの2例である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）
　　（14）　An（140！hα≠I　tomorwe　have　victorie．一C．T、，A，K％、Tり2405．（＝And

　let　me　have　victory　tomorrow，）

　　（15）　An（1認o≠hα≠my　ship　to　haven　wynne。一。4πθ」，20，（＝An（11et　my　ship

　get　safely　to　the　harbour．）

　2例とも命令法のd6が目的語としての≠hα∫一clauseを従えている点に注意される。

　つぎに，makienが’みα≠一clauseを目的語としているものは19例見られるが，そ

のうち若干を摘記しておく。

（16）　丁血e　clemlesse　and　the　fastynge　of　us　freres

　　Mαたθ∫h　漉α’Crist　accepteth　oure　preyers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一C．T，，D，S伽¢．T，，1883－4．

（ニThe　cleanness〔md　fasting　of　us　friars　causes　Christ　to　accept　our　prayers，）

（17）He脚46伽’theryverwassosmaI
　　That　wommen　myghte　wade　it　over　aL



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－C．T．，D、，5％規．T．，2083－4，

　（18）　Thanne　mai　nat　richesses郷説θ％∫1吻a　man　nys　nedy，ne∫hα∫he　be

suHisaunt　to　hymself；一Bo86θIIL　pL　iii，52－3．（ニThen　wealth　camot　cause　a

man　to　be　nee（iy，nor　him　to　be　self－su伍cient，）

　（19）　That甥磁θ郷θ’hα∫evere　I　wolde　hem　chide．一C，TりD，PV、β，T．，

419、（＝That　made　me　chi（1e　them　at　any　time，）

　（20）　　　　　the　sclaundre　of　his　diffame

　　　M鰯8h伽〃鳩they　hym　hatede　therfore．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一C，T，，E，CJ．T。，730－1，

　（＝The　slander　of　his（1efame　made　them　hate　him　for　that．）

　（21）　The　drede　of　lesyng甥α々β6h　h夕窺∫hα’he

　　　May　in　no　perfit　selynesse　be；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一丁7．6・Cダ．III．830－1．

　（＝The　dread　of　losing　joy　never　allows　him　to　be　in　perfect　hapPIness・）

　以上のうち前の3例（16）（17）（18）はmakienのあとに直接渉hα」一clauseを従え

たものであり，あとの3例（19）（20）（21）は対格の代名詞を’hα∫一clauseの前に介

在させた重複的構造である。

　つぎの例は，一つの脈絡の中途に構造がとぎれ統語上の混同をもたらしている現象

として注意したい。

　（22）　Allas1the　shorte　throte，the　tender　mouth，

　　　M疏θ諺’1庸est　and　west　and　north　an（i　south

　　　In　earthe，in　eir，in　water，魏θη≠05ωツ航θ

　　　To　gete　a，glotoun　deyntee　mete　and　drynke！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一C．　T．、　Cン　Pのダ4．　T，、　517－20、

　（ニAlas！the　short　throat　and　tellder　mouth　makes　men　try　an（1seek　every．

where　in　all（1irections，to　get　cho正ce　foo（i　an（i　drink　for　a　glutton・）

　ここでは，語り手が雄弁にmakethの目的語としてthatで始まる節内で修飾的語

句を連ねていくうちに，論理的思考が中絶して，不定詞付き対絡の構造に転向してい

る。いわゆる破格構文（Anacholuthon）の例であるが，いわば，無限な自由をはらむ

‘hα∫一clauseと形式的制約をもつ不定詞句とが合流し，中途から前者が後者に収敏され

ている現象である。

　以上，使役動詞構造が古期英語から中期英語末にかけて辿った変遷の跡をおおまか

に追ってみたのであるが，それは古期英語における“4伽十〃観一clause”に始まり，

中期英語（特に西部方言）における‘励盈∫θη十acc・w・inf・”に至る道程ということが
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できる。つぎに，これがさらに近代英語の‘‘脚舷十acc・w・inf・”に定藩していく過程

を，各時期を代表する聖書訳を比較対照することによって確認してみようと思う。

　聖書の古期英語訳でも，9世紀前半という早い時期にラテン語訳を忠実に英語に写

しているVespasian　Psalterでは，つぎの5節において，ラテン語訳の‘％oθ7θ十acc，

w・inf・”がそのまま“4δ7z十acc・w・mf！に写し出されている。下には，それぞれに

対応する14世紀のWyclif訳（EarlierVersion）を並記するが，この中期英語では

主要動詞がmakienに代えられており，それに従う不定詞付き対格構造の不定詞がto

不定詞の形態で表わされ．，makienの構造の占める歴史的段階を示唆している。

（23）　P5．xxxviii．12：

L：幼θ50θ紹μ翻…animamejus：

Vesp，：α5ωわzゴα％6u　4θ5…sawle　his

、VycL1ニフウo％”2α4θ5∫’oプ200ωθ雑awei…his　soule：

（24）　P5，1xvii．71

L：Deus　cum伽hαわ廊γθ血o‘∫unanimes＊［unius　moris］in　domo：

Vesp．：god　seθα禰㈱40θδanmodde　in　huse

V▽ycL1：go（1　pat辮αたθ1》≠o　毎z4ωβπ8％　of　oon　maner　in　an　hous

（25）P5，ciii，32：

L：gui　respicit　terram，et力o露eam舵耀7θ’

Vesp．：se　geloca6in　eor6an　an（140θδh重e6ωαθoづ㈱

v〉yc1。1：pat　beholdep　pe　erpe　all（1”昭た6♪it≠o　∫78甥bJθ犯’

（26）　P5，cxiL　9：

L：gui　hφ伽γθ力o”sterilem　in　domo，

Vesp，：seθαグ4毎％408δunbeorende　in　huse

vゾycL1：pat7盟αたθク∫o　ωo箆θ麗　pe　barcyn　in　pe　hous：

（27）　P5．cxvi量i．139：

L；Tのβ508駕me∫θoz’zelus　domus＊tuae＊［meus］：

Vesp．：α5ω乞”記α％mec4y4θ　ellen　husesδines

　　　　　　　　　　　　　　　（30）
Wycl，11My　looue脚4θme≠o伽ツ甥砿

　しかし，古期英語の慣用法をかなりの程度に駆使しているAnglo－SaxonGospcls

では，ラテン語訳における‘‘∫40粥十acc・wjnf・”が常に“4碗十ク梛一clause”とな

っている。そういう対応の見られるのが，つぎの8箇所に及んでいるが，それが後の

中期英語訳と近代英語訳とで‘励α々θ十acc・wjnf・”によって代えられてゆく過程を眺

めてみよう。ここでは，特に，ラテン語訳からA．一S．G．に移る中間的段階を物語る

ものとして，Lindisfame　GosPelsとRushworth　Gospelsの表現も参考までにあげる
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こととする。なお，ハ4観・1v・

後者を別に記すことを避け，

19（28）とMα鴻i・17とが内容が重複しているので，

前者と表現の相違が見られる揚合，それを（）内に付

言己する。

（28）！レ観。iv。19（M磁i．17）：

L：力6伽卿vos卿万piscatores　homi皿m，

Lind．：ic8θ401uih5¢θ［ω05α］fisceras　monna

（ic8θ一40iuih［δ碗geコ5招丘sceras　monna）

Rush，：ic8840辮δ碗git　beopan　moma　fisceres

（8840αθo漉o伽’ge　beopan［seon］　fisceres　monnum）

A，一S．G。：ic40伽’gyt　beo6manna五sceras．

（ic　40　プηo　δ紹≠gyt　beoδsaw－1a　onfon（ie，）

Wyc1，2：I　sha1”顧θ30u彦oわθ辮照4五sheris（丘shers）of　men．

Tyn，：I　wil1ヌ欄ん8you五sshers　of　men，

（I　wyll卿納8you≠oわθfysshers　of　men．）

A、V．l　I　wi11甥α々θyou且sshers　of　men．

（lwill，照々θyou≠oわθ・・7形五shersofmen．）

（29）ハ4観，v．32：

L：血o髭eam卿066加γ庸

Lind・：8θ40θ4［ω乞70の5］6a　ilca865ツ，¢868θ

Rush，；he40θ♪δ昭≠hiu（lernunge　licga｝

A，一S、G，：he4ゆδ観heo　unricht－h記mp，

V▽ycL2：he辮α々露h　hire401echerie，

Tyn・：o砺5θ♂h　her∫oδγθ盈θmatrimony，

A、V，l　o側sθ’h　her’o　oo俄”魏a（iultery：

　　（30）Mα鉱v．45：

　　L：quia＊［qui］solem　suum　o7〃Z∫αo髭super　bonos　et　malos：

　　Llnd・：for60n　sunna　hisα7Zεθ40θδofer　godo　an（1yne

　　Rush・：sepe　his　sunne40βク麗♪汐8伽z8α難ofer　gode　an（i　yfle

　　A，一S．G，l　se　pe4θ“δの’his　sunne　up－aspingp　ofer6a　go（1an　an（10fer6a

yfela’n

　　、VycL2：that”zα々π1♂h五s　sune　♂o　sjクγ¢雑8θ　vp　vpon　good　an（1　yuel　nlen，

　　Tyn，：he卿α舵疏his　sunne♂oα7yεθon　the　yvell　an（i　on　the　good，

　　A。V．l　he”2α々θ〃多his　sunne∫o”5θon　the　euill　and　on　the　good，

　　（31）ハ4融vii。37：

　　L　surdosノ診o銘α％4¢78，ct　mutos　Jo9％z，

　　Lind』4θ⑳吻4θδ碗∫θhia　geheras　and4％規δoδ碗渉θhia　gesprecas

　　Rush．：4θψ吻話θδ捌θhia　glheras　and（iumba｝sprecun．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）

　　A，一S，Gl　he吻4θδ碗（1eafe　gehyrdon，an（1dumbe　sprIecon．

WycL2：deefmenhe7麗α4θ’・hθ粥，andd・umbe力吻5伽θ．
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Tyn。；肱’ん彿α48booth　the　deffe∫oゐθ曜8，an〔1the　dom’oψθ盈θ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
A．V，：hee卿嬬θ≠んboth　the　deafe≠oん飢γθ，and　the（1umbe≠05クθ齢θ，

（32）L惚ix・14：
L：Fαoπθillos4歪ε6％窺bθ紹per　convivia

Lind．140αδ6Eem　to　d記1um［6erh　gebearscipo］

Rush，：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
A，一S。G。：Do♪δ碗hig　sitton　purh　gebeorscypas，

WycL2＝ハf盈θhem≠05魏8to　mete　by　feestis

Tyn．：C側58them∫05嘉doune…in　a　company・

A．V．：114齢θthem5πdow咀e…in　a　company，

（33）　L％為θxii．37：

L；μ獅illos跳o襯わθ7θ，

Lin〔i．：40¢δhia　gθh弼oγ4α8昭

R．ush．：40αδhi田giriord圭nge

　　　　　　　　　　　　　　（34）
A，一S．G：he…4ゆδ碗hig　sittap，

Wyc1．2；he　schal獅盈βhem’05痂θat　the　mete，

Tyn．：he　will…翅盈βthem5薦doune　to　meate，

A．V．：he　shai1…”観ゐθthem∫05露downe　to　meate，

（34）　∫oh得vi，10：

L：Fαo漉homines痂56吻のθyθ．

Lind．：剛70α5E40θ5］伽’‘θδa　menn　gesitta

R．ush。：ωツ70αsδ擁86a　menn　gisitte

A・一S・G・l　Po♪δ碗6as　men　sitton・

WycL2：114納θ3e　men力”05魏8at　the　mete・

Tyn、＝M齢θthe　people∫05πdoune．

A．V．：M齢θthe　men5諺downe．

　ここで，Lind．とRush・とでは，ラテン語訳の“力o膨十acc・w・inf・7’をそのまま

　　　　　　　　　　　　　（35）
英語の“4伽（8θ4伽、or町γo㈱）十acc・w・inf・”に移されている揚合　　Lind・（28）

（29）（30）（33），R・ush．（30）　と，A・一S・G・式に“4伽（8β4δ多¢，or町γ偽％）十♪癬一

clause”が用いられている場合　　Lind・（28）（31）（34），Rush・（28）（29）（31）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
（34）　　とがあるほか，（32）Dnd，に“4伽十与格十前置詞付きの句”，（33）Rush・

　　　　　　　　　　　（37）
に“4伽十対格十副詞的与格”というd6nの‘to　put，place’の意味を思わせる構造

が見られて，構造表現上にかなりの不安定さを暴露している。それに対し，A・一S・G・

では，上にあげた8節の全部にわたって‘‘4伽十♪朔一clause”が用いられ，ラテン語

訳に把らわれない古期英語の定渚した慣用法を示している。そのうち，これは（28）

Rush．と（31）Lind，およびRush，とにも見られるものであるが，（28）（Mα7んi・
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17）には，‘‘4伽十acc・十♪碗一clause”という重複的表現法が見られ，この種の構造を

特徴づける端的直裁性を具現している。

　この古期英語における“4伽十♪碗一clause”が中期および近代英語の‘物α舵（or

o側5θ）十acc・w・inf・”に代えられていく過程も，上に並記した引用から明らかである。

“脚加十acc・w・inf・”の揚合，その不定詞はWycL，Tyn・およびA・V・では，しぱ

しば∫o－i面nltiveで表わされ，さらにWycLではカγ’o－in五nitiveで表わされるこ

ともあって，この統語法の過渡的様相を示唆しているが，これは使役動詞構造の変遷

　　　　　　　　　　　　　　　（38）
の大筋から見れば局部的現象にすぎない。

　つぎにHeptateuchでは，ラテン語訳の“力6粥十acc，w・inf・”がZElfric訳で
‘‘

伽（or8θ4伽）十ク梛一clause”となっているものに，つぎの7箇所があり，やはり

“d6n十acc、w・inf，”で訳されているものは見当たらない。下に，それぞれに対応する

Wyclif訳（Earlier　Version）とA．V．訳を並記する。

　（35）　（｝6，z，xvii、6二

　L：Fα6毎規te　oγθ56θ〆θvehementissime，

　ZElf・：ic8θ40♪紹’6u　wyxt，

　Wyc1、1：I　scha11吻醜8pe870ωθmost　hugely

　A。V．：I　wi11挽盈θthee　excee（iing　fmitfu11，

　（36）σθ館．1。23：

　L：Deus…αso躍〆θ7θvos　J勉6¢8J　de　terra　ista

　ZElf．：Go〔1…4ψδ碗ge　farap　of　pison　lande

　、VycL1：god　schal1…窺α為θ　30u　5砂θ箆　vp　fro　pis　lon（i

　A．V，：God　w皿…bring　you　out　of　this　land，

　（37）　Eκ04，xxxiv．16：

　L：ne一ヴby犯乞σαγ乞ノ4擁α難∫et　五lios　tuos　in　deos　suos．

　ZElf・l　pe1紀s　pe　hi8840％♪昭♂pine　bearn　singian　on　heora　go（ias

　Wycl．1：lest…pay瓢左θ診040fomycaciouns　and　pi　sonnes　in　to　here　goddis

　A，V，：lest…their　daughters…卿α々θthy　sonnes80βa　whoring　after　their

gods．

　（38）Lθη．iv．3：

　Ll　Si　sacer（los…peccaverit，4θ」獅9昭7θ血oづθ冗5populum，

　阻lf，：Gyf　se…sacer（1syngaδan｛14φδ碗δ碗folc　s｝7ngie，

　、VycL1：5if　pe　prest…sinne，盟観舟ツ麗8θ　pe　peple　‘o　翻θ5ραoθ，

　　‘39）
　R・V・：if　the一・priest　shall　sin　so　as　to　bring　guilt　on　the　peoPle；

　（39）五θ∂，xix，19：

　L：Jumentum　tuum　nonμo乞θ300多7θcum　alterius　generis　animantibus．
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　ZElf・：ne406u〃碗nytenu　hおmon　mid　opres　cylmes　nytenum：

Wycl．1：py　beestes　pou　shalt　not卿盈θ80to　geders　wip　beestes　of　anoper

kynde

　A．V、：Thou　shalt　not　Jθ渉thy　cattell8θ7z46y　with　a（1iuerse　kinde：

　（40）　Dβ％∫．xiiL　5：

　L：utθγ7αγ8te加β躍devia，

　ZElf。：for6am6e　he吻ノ4θδ碗ge　dweledon　of　dam　wege

　V▽yc1．1：pat　he翅αたθ　pee∫oβyγfro　Pe　way

　A．V，：to　thmst　thee　out　of　the　way

　（41）　五）8％∫，xxxii．26：

　L：oθ5εαγθ血伽吻ex　hominibus　memoriam　eorum．

　ZElf。：ic8θ40δ碗hyragemyndgeswie60feallummannum・
　Wyc1．1：≠o　o8θ58y　sha1窺α鳶θfro　men　pe　mynde　of　hem

　A．V．l　I　would粥納8the　remembrance　of　them’06θα5βfro　among　men：

　ここでも，ZElf・における‘‘（8θ）4伽十ク圃一clause”がWycl・ではすぺて“粥効歪伽

十acc．w。inf，”となっている。A，V．では，それがまた‘‘膨十acc・w・inf・”であっ

たり，使役動詞構造以外の表現で訳されていたりしているのは，A・V・がWycLよ

りも意訳的要素が強化され，いっそう英語としての表現の自然さを目指していること

によるといえよう。

　聖書からの引用に関連して，ラテン語聖書で“血08紹十μ’一clause”が用いられてお

り，その構造がA．一S。G，にもWycLにも，Tyn・にも，またA・V・にも引き継が

れて，聖書の英語特有の古雅な文体に対し一つの構成素をなしている例を付け加えよ

う。

　（42）∫o肋xi・37：

　L　Non　porerat　hic…力oθγθ初∫hic　non　moreretur～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）
　A．一S．G．l　Ne　mihte…40銘eacδ碗6es　n記re（1ea（1～

　WycL2：Wher　this　man…mi3te　not卿α々θ渉hα≠and　this　deiede　notP

　Tyn，：Coulde　not　he…hαび6窺α4θalso≠h磁this　man　shulde　not　have　deyed～

　A。V．：Could　not　this　man…h側θ6側sθ4≠肋’euen　this　man　should　not

haue　died～

　Cf．R．S．V，：Could　not　he…have　kept　this　man　from　dying⊇

　このTyndale訳やA・V．に見られるmake　that…やcause　that…は明らかに

近代英語では古風な語法とみなされるものである。makeやcauseに従う不定詞付き
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対格は意味上にも特に合理的な構造と考えられるものだけに，なお近代英語に散見さ

れる‘‘7％舶［o側5司十≠h副一clause”の例は，いっそうわれわれの注意を引く。下に，

そのような例を二三記しておく。

　（43）　o砺s8　≠hα’it　be　read　also　in　the　church　of　the　Laodiceans：一A．V．，

CoJ．iv，16（cf。L：μ吻％’et　in　Laodicensium　ecclesia　legat皿：／Wycl，（1380）1

403e’h認it　be　redde　in　the　chirche　of　laodicensis，／Tyn。　（1534）：魏αたθ　疏α’

it　be　redde　in　the　congregacion　of　the　Loadic重ans　also：／R．S．v、：have　it　read

also　in　the　church　of　the　Lao（1iceans；）

　（44）　by　his　malicious　means　he　o側5θ♂疏α∫the　king　made　all　the　said　lords

to　be　taken，an（1their　heads　to　be　stricken　off　without　（ielay，…一Lor（l

Berners，ThθCノ～yo7¢¢6」θs夢F70おεαγ≠vl（1523－4）．

　（45）　if　it（乞．θ，love）check　once　with　business，it…窺盈θ’h吻θ％　≠hα’they

can　no　ways　be　true　to　thier　own　ends．一Bacon，ThθEssα夕5x（1612）．

　（46）　The　fear　of　being　swallow7（1up　alive，甥砧4β粥8≠hα∫I　never　slept　in

quiet，…一Defoe，∫～o房郷o％C鰯soθ（ed．J，D，Crowley，1972），p．82（1719）．

IV

　意欲動詞が直後に人をさす対格または与格の語を介在させ，そのあとに同じ人に関

する陳述内容の目的語節を置く重複的構造が，簡潔な不定詞付き対格を従える構造に

推移することも，英語統語史上に見られる自然な傾向である。以下，主として各時期

の英訳聖書からの引用例を比較対照することによって，この傾向に注目してみたい。

　まず，古期英語のbebeodan（ニ‘to　command’）がしばしば“与格＋♪碗一clause”

　　　　　　　　（41）
を従えて用いられたが，その構造が中期英語においてcomanden（＜OF　oo俄俄㈱4θ7）

の‘‘与格句十’hα’一clause”を従える構造に代えられ，それがやがて近代英語の“oo卿一

脚％4十acc・w・inf・”に代えられていく過程が，つぎの引用に見られる。

　（1）M嫌vi．391
　L：ρ紹68舛棚ε協accumbere　facerent　omnes…super　viride　foemum，
　　　　（42）
　Lind，：hβh∫ん物zδ翅’θgesni6a　ge（iy（ion　alle…ofer　groene　gers

　Rush．：配δ8α4ゐ加δ碗hi記gisnide…alle…ofer　groenum　hegge［grese］．

　A，一S。G，＝6aわθわ躍4se　H記1end，δ碗6記t　folc　s記te　ofer6ξet　grene　hig．

　Wyc1．2：he　oo解α観4¢4θ∫o　h蹴，疏α∫thei　schulden　make　alle　men　sitte…

vpon　greene　hey、

　Tyn．：he　oo駕駕¢㈱4θ4them，’o駕齢θthem　all　sytt（10une…apon　the　grene

、
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9「asse・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
　A．V，：he　oo窺卿㈱4θ4them≠o彿盈6all　sit（10wne…vpon　the　greene　grasse．

　ここでは，A．一S，G・に“beb60dan十♪碗一clause”という比較的簡潔な構造が見ら

れるが，WyC1・では再びラテン語訳やLind・やRush・におけると同様な重複的構造
　　　　　（44）
が現われている。しかし，それ’もTyn・やA・V・ではいっそう簡潔で論理的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45）
“oo捌郷η4十acc，w・inf，”に定着している姿が見受けられる。

　A・一S・G・に1激an（＝‘to　teach’）を用いているつぎの引用例も参考になろう。

　（2）　ハ4α≠∫．xxviii，20：

　L：Dooθ漉εeos5卿曜θomnia　qu記cumque　man（1avi　vobis：

　Lin（i．：」昭7θ，z4θhiaんα」4αalle6a6e　sua　huelc　ic　bebead　iuh

　R，ush．：」僻θη4θhi記≠o　hθα」48％θeall　swa　hwaきt　swa　ic　bebea（1eow

　A．一S、G．l　An（1♂僻ゆδ碗hig　healdon　ealle6a　ping，6e　ic　eow　bebeadl

Wyc1，2：Tθoh囎βhem∫07’o吻θa11e　thingis，what　euere　thlngis　I　have

comaundidto50U；
　Tyn、：Tθαoh初8θthem’o　oわε脚8all　thynges，whatsoever　I　commaunded　you；

　A。V．二丁飢oh伽8them≠o　oδs卯％θall　things，whatsoeuer　I　haue　commanded

yOU：

　ラテン語聖書の“400碗（＝to　teach）十acc・w・inf！がLind，やRush。ではその

まま“」研醐十acc・w・inf．”で訳されており，WycL以後において“磁01叶acc・w・

inf・”によって再現されているのに対し，A・一S・G・では‘‘」¢7㈱十ク翅一clause”が用

　　　　（46）
いられている。

　最後に，A。一S。G。においてwille（＝Iwish3），過去形wolde（またはその否定形

nylle，nolde）が，（3）におけるように，不定詞付き対格を従えて用いられ，また一

方においては，（4）（5）（6）におけるように，♪碗一clauseを従えて用いられている

現象を眺めてみよう。

（3）L嘘8i．62：

L：quem∂8」♂θ加oo副eum・

A．一S．G．：hwIet　heωoZ4θhine88％伽％θ伽8わθo銘，

　　　　　　　　　　　　　　　　（47）
Wycl，2：whom　heω0148himヵ”oわθolθ餌，

Tyn，l　howe　heωoJ4θh副6hym　oα〃84。

A．V．：how　heωo曜4h側θhim　oαJZθ4．

N．E。B．：what　heωo％」4娩θhim≠oδ80詔θ4．

　　　　　　（48）
（4）　∫oh％xxi。22二
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L：Si　eum∂oZo窺㈱θ7θ（10nec　veniam，

A．一S．G，：IcωッJJθδ紹≠he　wunige6us　o6ic　cume，

　　　　　　　　　　　　　　　　（49）
Wyc1，2：So　I凹oJ8him伽θZZθtil　I　come，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50）
Tyn。：Yf　I漉μ肋η8hym∫o吻y　tyll　I　come，

A．V．：If　I伽泥疏α∫he　tary　till　I　come，

R．S．V、：If　it　is　my　wi11that　he　remain　until　I　come，

（5）L吻xix．14：
L：1VoJ％解％5hunc7θ8％αグθsuper　nos・

A。一S．G．：We剛傾灘6es　ricsie　ofer　us．

WycL2：We剛β，≠hα’he　regne　on　vs・

Tyn，：We翻伽o’伽θthis　man≠o禰8％over　vs・

A．V．：We漉厩o∫惚8this　man’oγθ轡80uer　vs。

R，S．V．：We40算o伽㈱渉this　man≠o麟8％over　us．

『（6）　　ルfαγた　vii24：

L：neminem　uoJ鰯50初，

A。一S，G，：he雑oJ4θδ碗hitおnig　wiste；

　　　　　　　　　　（51）
Wycl．2：ωoJ4θno　man翻θノ

Tyn．：ωoJdθ≠hα診no　man　shulde　have　knowen　o丘hym；

A．V．：ωo％Z4h醐θno　man肋oωit，

R．S．V．：ωo％」4初∫h卿θany　one肋oωit；

　ラテン語聖書における“肥ZJθ十acc。w．inf・”がA・一S・G・ではむしろ“ω耀σ％十

♪協一clause”で表わされることが多かったのは，この意欲動詞に接する不定詞付き対

格が当時すでに英語に順応しがたい構造と感じられていた事実を物語っている。それ

がWyc1・ではしばしば“癖JJβ，z十acc・w・inf・ア’で復元され，またTyn。やA・V・で

時に‘‘獅JJ十‘hα’一clause”が維持されたが，やがて前者に続いて後者も古風な表現法

と意識されるようになった。そして近代英語の大勢は，このwi11を古くからの助動

詞としてのwillと合体させ、haveを添え，それに不定詞付き対格を結合させるか，

あるいはいっそう意欲の観念を明示しうるwantや1ikeに不定詞付き対格を従えて

用いる表現法に傾いている。ここに端なくも，近代英語の口語体に特異な慣用性を発

揮している使役的動詞としてのhaveの発達について，真相の一斑が啓示されている。

V

　われわれは特に現代英語に原形不定詞付き対格構造を伝えている感覚動詞や使役動

詞について，英語史の伝統に根差した本質的慣用性を認めなければならない。しかし
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その使役動詞の中でも，古期英語において語義上で代表的語であったといえるd6n

が〃碗一clauseを従えることの普通であったことは，一般にラテン語訳聖書の統語法

の影響を受けやすいはずのAnglo－Saxon　Gospelsや0．E　Heptateuchにおける現

象を見ても明らかである。d6n自体使役動詞としては中期英語期末までに廃棄された

が，われわれが素朴な目的語節構造と簡潔な不定詞付き対格構造のそれぞれの歩みを

英語統語史上の特徴的な事実として観察するとき，古期英語におけるこのd6nの構

造は看過しえない価値を呈示している。

　意欲動詞や概念動詞については，特に，その不定詞付き対格構造の普及がラテン語

の影響によると見られる局面が少なくないのであるが，使役動詞のOE　d6n一そし

てある程度ME　makienやcausen一の場合ほど明瞭には，歴史的に目的語節構造

から不定詞付き対格構造へ推移したという事実を認めることができない。しかし局部

的にせよ，意欲動詞や概念動詞について，あるいは感覚動詞についてさえも，不定詞

付き対格構造の系列の中に，目的語節構造がいわば本源的なカをもって出現しようと

する徴候が見受けられるということは，英語の統語表現法における一つの歴史的な特

質を象徴しているように思われる。

注

L　E　Th，Visserは・4りz　j厚露≠o擁oαZ　Sア初α藩oプ疏θE％8乞5h五α冗8％α8θ，III，2nd　Ealf（1973），

p，2235において，特にこの構造における“object／subject”が歴史的に与格（Dative）で

あった側面を指摘しているが，やはりその発生情況と統語的特質に鑑み，対格が本来のもの

であり，主要動詞の性質によりその間接的目的語として与格を従えるものがあったとしても，

特に中期英語以後各形態の融合が生じた段階においては，それはむしろ本来的な対格に同化

させて扱われるぺきものである（cf．」．Zeitlin，Thθオoo％5餓∂6麟h1傾初∫づ昭伽450惚

彫・¢伽4Coη5‘γ鰯加5伽E銘8傭h（1908））。

2．Cf，Visser，oρ，躍，§2059．

3，　Cf．Zeitlin，o少．o乞’．p　42f，

4，M・Callaway，Thθ1傾π痂％¢％濯り40－5僻o％（1913）の巻末に付けられた統計表によれ

ぱ，古期英語の散文・韻文の全作品中に用いられている，助動詞に接するものを除いたUn－

in且ected　i面nitive（つまり，原形不定詞）の数6270のうち，対格付き不定詞構造に用いら

れているものが1512であり，全体の24％に当たる。

エここに，本稿中に引用する英訳聖書のテキストを一括して刊行年代順に記しておく。冒頭

の略語は本稿中に用いるもの。それ’ぞれに刊行年代を示すが，古期およぴ中期英語の作には，

その前に使用言語の方言区分を付記する。
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　　（1）　Vesp・：The　Vespasian　Psalter　I、lerclan，8世糸己。H　Sweet，Tんθ0’48部Eつ碧」富h

　Tθ翻5（E　E　T・S，No・83，1885）・（2）　Lind　l　The　Lmdisfame　Gospels　Nothum－

brian，c．950、W，W，Skeat，Thθσo吻Jsα0607伽g∫o　Sα翻ハ4磁hθω，S痂≠M罐，

　5碑〆L齢8，㈱4Sαz螂∫o加（repr，Darmstadt，1970）。（3）　Rush　l　The　Rushworth

　Gospels，Mercian　＆　Northumbrian，950－1000、Skeat，oρ　o露．（4）　A－S．G．：The

Ang1Q－saxon　Gospels，wcst　Saxoll，995J，Bosworth＆G　warh19，Thθoo’h多oαπ4
　・4％8Jo－5‘zκo雑Go5ρθ」5α∫PαγαJJ8J　Co1％蜘π5ω3疏疏θ　V875¢03z50∫｝Fツo面卿　α％4　Tlソつ24α」β

（London，1888）．（5）ZElf：ZElfric’s　Old　Engllsh｝王eptateuch　West　Saxol1，11世

紀。Ed・s・J・crawford（E　E　T．s，，No，160，1922）．（6）wycL1二The　Earlier
　Version　of　the、Vycli伍te　Bible，Centra1，c．1385．C．Lh1（1berg，M5『、Bo4」βy　959f

G8鰯∫5－Bαγ励3，20，5vols（Uppsala，1961－69）。（7）Wycl2，The　Wycli伍te
　Bible：The　Gospels　Centra1・1389・Bosworth＆Warhlg，oρ6露・（8）　Tyn・l　Tyndars

New　Testament，1526，Bos、、・orth＆Waring，op．o砿（9）A，V．：The　Authonzed

Version，1611，Ed，W．A，Wright，5vols，（Cambridgc，1909）。（10）R　V、：The
Revised　Version。新約1881，旧約1885，Thθ19z’β池卿α7捌δ18’んy，＆R，7，（Cam－

bridge，1898）．（11）R　S，V，：The　Revised　Standar（1Version・新約1946，旧約1952．

　丁海θHo砂　捌δ～8’∫～，S，y，（New　York，1959）．（12）　N。E，B；The　New　Enghsh

　Bible，1970。（Oxfor（1＆Cambridge）．

　　なお，以上のほか必要に応じ，Th8Eπ8」15h　H8∬妙Zα（略E・H億）（Bagster，Londo11，

18411repr，AMS，1975）からWyclif（1380），Tyl1（lale（1534），Crallmer（1539），Gelleva

　（1557），Rheims（1582）を引用することもある。

6・本稿でのラテン語訳聖書からの引用は，全般的にはB塀脇5αo鵜加翻α」V乞囎α吻

E4∫∫∫oπ65S襯∫114C！β耀”痂7111（Bagster，Lolldon）によった。ただし，必要に応

　じ，Lindisfame　GospelsやVespasian　Psalterが添記されているラテン文をも参照し，

　それとの相違点を［］内に示した箇所もある。

7・ヱ）zθBめ8’r雑αoh4β7δbθγ5β勘祝π8ハ4αγ≠¢％Lz¢〃2θγ5（Stuttgart，1972）による。

8，」乙α5‘魎，”θBめ」θ，par　L．Segond（Pans，1959）による。

9・∫o加ix，8は，A，V　ではthey　wkicb　before　had　seenc　hlm，that　he　wasδ」耀4θ

　となっていて，英訳の精密さに欠ける点が見られ，R　V・ではその点が修正されているので，

　ここでは比較観察の目的上，A　v・訳に代えてR　v・訳をあげることとした。

10．R　S、V。よりもさらに新しいN・E　B・では，この箇所がthose　who　werc　accustomed

to　sθθhimδ888襯8という，現在分詞付き対格構造で表現されている。

1L　もっともE・Hθκ・所載Wyclif（1380）ではpetir…脇記thilke　dlsciple　s24狸8βとなっ

　ていて，やはり現在分詞付き対格が用いられている。

12　ただし，E・∫セ謬・所載Wyclif（1380）ではhα翻83θ8η’hα∫a　greet　multitude　cam　to

hymという目的語節構造が見られる。ちなみに，同書所載の（1）Cranmar（1539），（2）

　Geneva（1557），（3）Rhelms（1582）は，それぞれ（1）5αωθa　great　company　oo魏θ

　vnto　hym1（2）5側a　great　compagnie　oo”z6vnto　him1（3）sαω∫hα≠a　very　great

　multitude　commeth　to　himとなっている。

13ただし，E・H蹴所載Wyclif（1380）では，Tylldale訳などにおけると同様に，wha】mc

　thei5如θπ，η僻招’hα’sche　roos　switlle　and　welltc　outとなっている。
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14・ただし，1582年のRheimsでは，when　they　had　seenω加’a　signe　Iesvshaddone

　のように，ラテン語訳におけると同様の不定関係詞節構造が用いられている。

15・もっとも同じ古期英語訳でも，より古いLind　とRush・では，それぞれmi66y8θ5θ8伽

　δ娚geworhte　beconlmi66y8∫s88観δ碗becu116ξette　worhteと，ラテン語訳の構造が

　忠実に引き写されている。

16。この構造では，関係代名詞quod（＝what）は中性対格形でそれ自体名詞節を導き，後置

　された同じく対格の中性名詞signum（＝token，mlracle）と同格関係をなしている。ギリ

　シヤ語聖書（Thθ1螂θ7」¢％θ俳0紹帥一E伽8」25h2〉8ωTθ5如卿θ％’，Bagster，1959）の2δ6りτε9

　曇πo勿σεりσημε20りを参照。

1λ　もっとも71582年のRhei皿sでは2The　Pharisees　hθαγ4the　mult・tude”3聯槻粥銘8

　these　things　touching　himと【‘h伽7＋acc・w・pres・p・”が用いられている。

18・ちなみに，この箇所に当たるドイツ語訳（D38B2δ4，von　H，Bruns，Giessen、1964）で

　は，Als　die　Pharisaer4αε加漉，多，畝βman　so　im　Volk　nber　ihn　redeteと目的語節

構造が用いられ，フランス語訳（oρ・磁）では，Les　pharislellsθ惚，観γ翻1a　foule，π％■脚γ一

　㈱≠de　lui　ces　choses・と現在分詞付き対格構造が用いられている。

19。ただし，1582年のRheimsでは，when　Iesvs5αωthe　people7％㈱魏8togetherのよ

　うに現在分詞付き対格が用いられている。

20。ちなみに，このMα擁工x．25は，ドイツ語訳（Bruns，DづθB¢δ8’）ではDa　Jesus銀瓦

　伽βdas　Volk　herzuhefと，目的語節構造が用いられ，フランス語訳（oρ・oづ≠・）では”o餌”’

　αoo側■¢γ】a　fouleと，不定詞付き対絡構造が用いられている。

21．古期英語の使役動詞としては，ほかに1邑tan（＞1et），hatan（＝‘to　command’）などが

　あげられるが，使役動詞として語義上最も純粋な語はd6nである。

22．Cf、A，Ellegard，Thβ・4％廓Z毎〆ッDo’ThθE5∫αδ」多訥卿θ螂㈱4Rθ8％」α≠ぜo％（ゾ2≠5　U5θ

　乞％E，38躍5泡（1953），p。52，

23．Ellegard，oρ。6¢∫・p・213を参考とした。

24・下の例（32）（33）を参照。

25・下の例（42）を参照。

26・下の例（31）を参照。

2λつぎのような‘‘惚o∫㈱＋対絡＋∫δ＋与格”も後代の‘‘脚加＋acc，w・inf！’の発達への過

　渡的段階を象徴している。unfaうderlice脚oo48heora且記sc　him∫o耀’θ。一ZElfric，Hωπ．’

　5乞ψ，CoムxxI　IO6－7、（＝ln　an　unfatherly　manner　he　made　their　Hesh　foo（1for

　himself、）1pone卿α604㈱pa　haうpenan　him∫o”瑠γ㈱804θ。一伽4、xxl，136，（ニThe

　heathens　made　him　a　greater　god　for　themselves、）

28。Cf．Ellegard，oρ，σ2’．pp，47，55．

29・以下Chaucerからの引用は，F。N，Robinson，ed，l　Thθ躍oγた5σGθoガγ8ッCゐ側6θア

　（Oxford，1957）によるo
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3αただし，これに対応するA，V．（P5．cxix，139）では，My　zeal　hath　consumed　meと

　なっていて，“灘初十acc・w・inf・”の構造が見られない。

31．上のノElfricからの例（8）を参照。

32．ただし，1557年のGenevaでは，he繊た8訪both≠加∫the　deafe　can　hcare，alld　the

　domme　speake・のように‘‘解盈叶’肱あclause”カ｛用いられている。

33，34・上のZElfricからの例（6）を参照。

35．古期英語のwyrcan（＞ModEωoγた）は，しぱしぱ他動詞として‘to　make，do．cause’

　の意味で用いられた。

36，（32）Lind．におけるto　dお1umにおけるd詑lumはd肥1（＝‘share，portion’）の与格

　複数形。なお，gebeorscipo（＝gebeorscipas）はgebeorsclpe（＝‘convivial　meet玉ng，feast’）

　の対格複数形。

37，（33）Rush、におけるgiriordingeはgereordian（漏‘to　take　food　for　refreshment，eatン）

　から派生した名詞gereording（＝‘the　taklng　of　refreshment，eating’）の与格形。

38．なお，同じ意味内容を重複して表現している（28）のM観iv・19とMα魏i・17とで，

　Tyn・とA・V・が‘物α初＋目的語＋目的叙述語”と“ン澱舵＋acc。w・inf、7’のように異なっ

　た表現となっているのは，ギリシャ語聖書のπo‘加ω卯ag旋λεε2g　a”ρあπωり（M膨・iv・19）

　とπo‘加ωδμagγεレ6σθα‘畝εε29如θρ6πωレ（Mα矯L17）との相違を写したものである。

　また，ゴート語聖書（Bosworth＆Waring，oρ・6¢≠・）にも，つぎのように，これと対応し

　た相違が見られる。9atauya　igqis　nutans　manne（Mα≠∫・iv・19）／8α’ω％粥igqlsωα‘7♪㈱

　nutans　manne（ル毎7ん1，17）、

39．この箇所のA・V・訳はIf　the　Priest…doe　sinneα060禰・38’o伽ε”襯θo∫伽ρθoρJo，

　とあって，原典の意味を正しく伝えていない。したがって，この翻訳上の不備を補正してい

　ると推定されるR　V・訳を，A・V・訳に代えてあげることとした。

4α上のZElfncからの例（7）を参照。

41．古期英語における同類の動詞biddan（＝‘to　beg，Pray’）も，不定詞付き対格構造を従え

　ることの多い動詞であるが，またつぎのように“人をさす対格＋クβ‘一clause”を従えること

　があった。

　　Herδ翅Burgre〔1Miercna　cyning　and　his　wistan圧♪8麹畷oッ吻38ク碗he　hlm
　gefultumade…一／1，一S，Ch70銘，．Parker　MSりal1，853，（＝ln　thls　year　Burgred，King

　of］M【ercia，and　his　councillors　begged　Kling　Eヒhclwulf　to　help　them…）Z〃α」804θわ紹4

　geomeク観hi　him　mld　f跳tan　fullic　pay　dagas，扉44θ嘱θクo％躍Z雁肋8α犯♪碗he

　him　arian　scolde．一ZElfnc，Lzび050∫5α加3xxxII．228－30，（＝He　eame3tly　asked

　the　people　to　fast　with　hlm　fully　three　days，praying　the　Almighty　to　have　pity　on

　him．）

42。heht（＝h6t）はhatan（＝一to　command’）の過去単数形。hatanもしぱしぱ不定詞付き

　対格を従えて用いられたが，ここでは‘‘与格＋♪碗一clause”を伴っている。

43．ただし，1582年のRheimsでは，he　oo甥解㈱砒4」舵解’んα∫they　should　make　al　sit

　downe…vpoll　the　greene　grasse，と古い重複的構造が用いられている。
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44Wyc1・に見られるcomallden　to…にはフランス語のcommanderム…の影響がうかがわ

　れる（cf・Ze・tlin，oρ・02’・p　59）。ちなみに，フランス語聖書では，この箇所がil　leur

　60形”昭η4α♂θ1es∫飢γ8tousasseoir…sur1’herbe　verteとなっており7やはり“oo錫甥απ4θ■

　＋acc・w・inf・”が用いられている。

45　もっとも，ギリシャ語聖書では，つぎのように，～ππ6σσω（ニ‘instruct，order’）が不定詞

　付き与格を従えており，その構造がTyn，やA、V，に写されているとみることもできる。

　邑π6ταξεッα凸τoε9＆レακλ‘θ9レα‘π凌レτα9…♂π～τ4｝zλωρφX6ρτ供

460E1諭allはまた，つぎのように‘‘人をさす対格＋♪紹‘一clause”という重複的構造を従

　えても用いられたが，その構造はある程度現代英語にまで‘‘蜘oゐ＋対格＋∫加’一clause”によ

　って維持されている。Pξet　syndon　Pa　lareQwas　Pe％5」研㈱sceolon，ク¢’we　gelyfon　on

　God・一ZElfric・Eo窺・’S％ρ・CoZ・xlv・67－8・（＝These　are　the　teachers　who　should

　teach　us　to　believe　ill　God，）

47ただ」E・1ぜ億所載のWycL（1380）では，what　heωoZ4β≠hα≠he　were　clepidと

　なっていて，“観」♂＋≠hα≠一clause”カ§用いられている。

4810h％xxi・23にもこれと共通した表現が見られ，各種の訳も，A・一s・G・が王）us　ic剛Jzθ

　δ碗he　wunige　o6ic　cumeと語順が一部変えられ，Tyn・がY丘1蹴」1’hα’he　tary　tyll

　I　comeという目的語節構造になっているほかは，xxi・22におけるものと変わりがない。

　なお，同種の構造はMα娘xv・9にも見られるが，ここではA・一S・G・：研！ッJJβgeδ¢’ic

　eow　forgyfe　Iudea　cynjng～（cf，R，S．V，：Do　youω㈱診me≠oγ吻α5θfor　you　the

　KingoftheJewsP）に相当するラテン語訳も，y乞’漉5dmittam　vobis　regem　Jud記orumP

　となっていて，“び8漉＋従位接続詞抜きの目的語節”の構造が見られる。

49　ただし，E，H確．所載のWycL（1380）では，∫oh脇xxi，22と23とも，so　IωoZθ

　≠加≠he　dwelle　t・11comeのように目的語節構造が用いられている。

50　ちなみに，cr＆nmer（1539）とGeneva（1557）の／0hπxxi．22と23とを記してお

　く。Cramner，2211f　IωyJJ　hα％hym’o’α型tyll　I　come／231yf　Iωッμ！h副he　tary

　tyll　I　come〃Geneva，22・If　IωoJ4θh側8him’o臨γアtyl　I　come123：1f　I凹oz4θ∫hα’

　hetaryty11come

51ただし，E・1f億所載のWycL（1380）では，凹oJ4θ∫hα’110man　wisteと目的語節構

　造が用いられている。


